
鶴
岡
市
議
会
３
月
定
例

会
は
４
日
開
会
さ
れ
ま
し

た
。共

産
党
市
議
団
を
代
表

し
て
長
谷
川
剛
議
員
が
総

括
質
問
を
行
い
、
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
改
築
に
関

し
、
Ｄ
Ｂ
Ｍ
方
式
で
外
部

委
託
す
る
問
題
を
取
り
上

げ
ま
し
た
。

皆
川
市
長
は
答
弁
で
、

「
調
理
の
民
間
委
託
は
再

検
討
を
行
い
、
令
和
７
年

度
で
方
向
性
を
決
め
る
」

と
述
べ
、
民
営
化
の
方
針

を
再
検
討
す
る
考
え
を
、

初
め
て
表
明
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

令
和
６
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
は
、

億
３
９

15

６
７
万
５
千
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
を
８
２
６

億
８
６
９
０
万
７
千
円
と

し
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
国
の
補
正

予
算
に
係
る
も
の
が
６
億

８
２
１
７
万
３
千
円
で
、

産
業
団
地
開
発
推
進
事

業
２
億
１
３
７
７
万
８
千

円
は
、
開
発
事
業
負
担
金

の
増
額
、

道
路
公
共
事
業
６
６
０

０
万
円
は
、松
尾
今
野
線
、

道
形
文
下
蛾
眉
橋
線
、
大

泉
橋
一
日
市
町
線
、
長
沼

栄
線
の
改
良
工
事
費
の
増

額
、つ

る
お
か
農
業
経
営
体

支
援
事
業
４
７
２
５
万
１

千
円
は
、
担
い
手
確
保
・

経
営
強
化
支
援
事
業
補
助

金
、森

林
病
害
虫
等
防
除
事

業
３
４
０
０
万
円
は
、
松

く
い
虫
等
防
除
に
係
る
委

託
料
の
増
額

小
・
中
学
校
大
規
模
改

修
事
業
８
１
４
３
万
５
千

円
は
、
朝
暘
第
一
小
、
朝

暘
第
六
小
、
大
泉
小
、
湯

野
浜
小
、
鶴
岡
第
四
中
、

羽
黒
中
の
改
修
工
事
費
、

他
に
農
業
、
水
産
業
関

連
の
県
事
業
負
担
金
な
ど

国
の
補
正
予
算
関
連
以

外
で
は
、

子
ど
も
の
た
め
の
教
育

・
保
育
給
付
事
業
５
億
１

４
０
１
万
９
千
円
は
、
国

の
基
準
額
改
定
に
伴
う
委

託
料
、
給
付
費
の
増
額
、

加
茂
水
族
館
管
理
運
営

事
業
７
５
３
７
万
６
千
円

は
、
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
等
に

よ
る
寄
附
金
を
財
源
と
し

た
基
金
積
立
金
、

大
雪
で
被
害
を
受
け
た

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
等
の
復
旧

に
係
る
農
業
災
害
防
止
・

復
旧
支
援
事
業
７
０
０
万

円
は
、
県
事
業
を
一
部
市

単
独
で
拡
充
し
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

特
別
会
計
は
、
広
域
連
合

納
付
金
を
増
額
し
ま
す
。

水
道
事
業
会
計
は
、
国

の
補
正
に
伴
う
配
水
管
工

事
費
（
櫛
引
、温
海
地
区
）
、

及
び
温
海
川
配
水
池
の
耐

震
工
事
に
係
る
実
施
設

計
、下

水
道
事
業
会
計
は
、

国
の
補
正
に
伴
う
雨
水
排

水
対
策
工
事
費
（
大
山
第

一
排
水
区
）
で
す
。

条
例
案
件
は
、

鶴
岡
市
職
員
の
勤
務
時

間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
は
、
育
児

を
行
う
職
員
の
時
間
外
勤

務
の
制
限
及
び
子
の
看
護

休
暇
に
つ
い
て
、
対
象
と

な
る
子
の
年
齢
を
引
き
上

げ
ま
す
。

鶴
岡
市
個
人
番
号
の
利

用
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
は
、
福
祉
医
療
費
助

成
制
度
の
事
務
手
続
の
簡

略
化
の
た
め
、
市
が
独
自

に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
情
報
を

利
用
で
き
る
旨
を
定
め
ま

す
。鶴

岡
市
犯
罪
被
害
者
等

支
援
条
例
の
制
定
は
、
犯

罪
被
害
者
等
の
支
援
に
関

す
る
基
本
理
念
を
定
め
、

市
、
市
民
等
及
び
事
業
者

の
責
務
を
明
確
に
し
、
支

援
の
基
本
的
事
項
を
定
め

ま
す
。

日
帰
り
温
泉
入
浴
料
金

等
の
改
定
は
、
藤
島
地
域

の
「
ぽ
っ
ぽ
の
湯
」
と
、

櫛
引
地
域
の
「
ゆ
～T

o
w

n

」、
羽
黒
地
域
の
「
や
ま

ぶ
し
温
泉
ゆ
ぽ
か
」
の
、

大
人
１
回
４
５
０
円
を
５

０
０
円
等
に
、

湯
野
浜
公
衆
浴
場
の
入

浴
料
金
等
を
、
上
区
２
２

０
円
を
２
９
０
円
に
、
下

区
３
３
０
円
を
４
０
０
円

等
に
改
定
し
ま
す
。

請
願
４
件

共
産
党
市

議
団
は
す
べ
て
を
紹
介

請
願
は
４
件
で
、

「
国
に
よ
る
学
校
給
食
の

無
償
化
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
に
関
す
る
請
願
」

（
学
校
給
食
の
早
期
無
償

化
を
め
ざ
す
山
形
県
民
の

会
）
は
、
学
校
給
食
法
を

改
正
し
、
全
て
の
市
町
村

で
の
実
施
と
、
そ
れ
ま
で

は
自
治
体
へ
の
財
政
支
援

の
拡
充
を
求
め
て
い
ま

す
。紹

介
議
員
は
、
坂
本
昌

栄
、
草
島
進
一
、
南
波
純

議
員
で
、

日(

木)

の
市

13

民
文
教
常
任
委
員
会
で
審

査
さ
れ
ま
す
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）
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▽
２
月

日
、
九
条
改
憲

！
や
ま
が

25

NO

た
県
民
の
会
に
よ
る
「
日
本
政
府
が
核

兵
器
禁
止
条
約
第
３
回
締
約
国
会
議
に

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
す
る
事
を
求
め

る
」
要
請
に
参
加
。
小
中
章
雄
み
ら
い

企
画
部
長
に
提
出
さ
れ
た
要
請
書
で

は
、
条
約
の
署
名
と
批
准
を
求
め
る
意

見
書
が
県
内
で
も
９
市

町
３
村
議
会

13

か
ら
提
出
さ
れ
て
い
る
事
も
紹
介
し
な

が
ら
、
県
が
政
府
に
対
し
て
働
き
か
け

る
事
を
求
め
ま
し
た
。

当
日
は
、

才
の
鶴
岡
の
被
爆
者
・

95

画
家
の
三
浦
恒
祺
さ
ん
も
参
加
し
、
私

が
県
議
会
予
算
特
別
委
員
会
で
紹
介
し

た
広
島
で
の
被
爆
体
験
を
「
生
涯
忘
れ

ら
れ
な
い
。
二
度
と
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

▽

日
、
県
福
祉
保
育
労
働
組
合
の
県

27
要
望
に
参
加
。
要
望
書
（
下
写
真
）
に

は
、
○
福
祉
従
事
者
の
遇
改
善
・
地
位

向
上
、○
児
童
養
護
施
設
の
環
境
改
善
、

○
保
育
園
等
の
給
食
の
改
善
と
保
育
士

配
置
基
準
の
引
き
上
げ
、
○
介
護
人
材

の
確
保
、
等
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
、
保

育
士
か
ら
「
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り

の
日
々
の
や
り
た
い
事
が
で
き
る
園

に
。
発
達
に
特
性
の
子
が
キ
ャ
ー
と
声

あ
げ
た
り
走
っ
た
り
す
る
が
、
保
育
士

が
一
対
一
に
な
っ
て
話
を
聞
い
て
あ
げ

る
と
笑
顔
が
多
く
な
る
。
家
庭
環
境
が

複
雑
な
子
に
と
っ
て
も
安
心
で
き
る
場

所
に
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
保
育
士
配

置
の
拡
充
が
必
要
」
等
、
子
ど
も
と
保

護
者
を
支
え
る
役
割
が
訴
え
ら
れ
ま
し

た
。
引
き

続
き
議
会

で
取
り
上

げ
て
い
き

ま
す

（
県

議
関

徹
）



（
１
面
の
つ
づ
き
）

「
訪
問
介
護
の
基
本
報
酬

引
下
げ
の
撤
回
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
に
関
す
る

請
願
」
（
山
形
虹
の
会
、

Ｊ
Ａ
庄
内
た
が
わ
、
庄
内

ま
ち
づ
く
り
協
同
組
合

虹
、
と
よ
み
、
山
形
県
高

齢
者
福
祉
生
活
協
同
組

合
）
は
、
訪
問
介
護
の
基

本
報
酬
が
２
％
程
度
引
き

下
げ
ら
れ
、
事
業
者
の
休

止
や
廃
止
が
相
次
ぎ
、
引

下
げ
撤
回
を
求
め
て
い
ま

す
。紹

介
議
員
は
、菅
井
巌
、

草
島
進
一
議
員
で
す
。

「
訪
問
介
護
事
業
所
に
対

す
る
支
援
を
求
め
る
請

願
」
（
同
前
）
は
、
基
本

報
酬
引
下
げ
に
対
し
、
さ

か
の
ぼ
っ
て
支
援
を
求
め

て
い
ま
す
。

紹
介
議
員
は
同
前
で
、

日(

金)

の
厚
生
常
任
委

14

員
会
で
審
査
さ
れ
ま
す
。

「
食
料
自
給
率
向
上
及
び

米
の
生
産
と
需
給
安
定
対

策
を
求
め
る
意
見
書
の
提

出
に
関
す
る
請
願
」
（
庄

内
農
業
農
民
運
動
連
合

会
）
は
、
基
本
法
の
「
基

本
計
画
」
に
、
食
料
自
給

率
向
上
の
目
標
及
び
施
策

の
拡
充
の
明
記
と
、
米
不

足
を
再
び
発
生
さ
せ
な
い

た
め
の
対
策
を
求
め
て
い

ま
す
。

紹
介
議
員
は
、
加
藤
鉱

一
、
草
島
進
一
議
員
で
、

日(

月)

の
産
業
建
設
常

17任
委
員
会
で
審
査
さ
れ
ま

す
。議

員
発
議
の
意
見
書
は

１
件
で
、

「
高
額
療
養
費
制
度
の
見

直
し
に
関
す
る
意
見
書

（
案
）
」（
菅
井
巌
、
長
谷

川
剛
議
員
）
は
、
負
担
上

限
の
見
直
し
が
、
が
ん
や

難
病
患
者
等
か
ら
負
担
増

へ
の
不
安
の
声
が
あ
が
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
制
度

見
直
し
を
撤
回
・
凍
結

し
、
す
べ
て
の
世
代
の
医

療
負
担
を
軽
減
し
、
安
心

な
医
療
提
供
を
求
め
て
い

ま
す
。

議
員
発
議
の
意
見
書
案

は
、

日(

火)

に
会
派
間

18

で
調
整
さ
れ
ま
す
。

陳
情
は
３
件
で
、

「
市
民
と
共
に
「
い
じ
め
」

「
自
殺
」「
児
童
虐
待
」「
犯

罪
」
等
を
減
ら
す
取
り
組

み
に
つ
い
て
の
陳
情
」（
東

京
都
八
王
子
市
館
町1

82
1

-12
2

伊
藤
豪
）、

「
議
会
の
審
議
に
お
い
て
、

ど
の
議
員
が
、
ど
の
議
案

に
「
賛
成
」「
反
対
」「
棄

権
」
し
た
か
が
分
か
る
よ

う
な
図
を
つ
く
り
、
自
治

体
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公

開
す
る
こ
と

に
関
す
る
陳

情
」（
同
前
）

「
政
党
機
関

紙
の
庁
舎
内

勧
誘
行
為
に

お
け
る
庁
舎

管
理
規
則
の

徹
底
を
求
め

る
要
望
書
」

（
パ
ワ
ハ
ラ

か
ら
職
員
を

守
る
都
道
府
県
民
の
会
連

絡
会
事
務
局
長
佐
々
木
一

也
、
政
党
機
関
誌
の
庁
舎

内
勧
誘
行
為
の
自
粛
を
求

め
る
山
形
県
民
の
会
代
表

小
林
秀
一
）

陳
情
は
、
議
会
運
営
申

し
合
わ
せ
事
項
で
、
「
議

題
と
し
て
質
疑
、
及
び
意

見
交
換
を
行
い
、
委
員
長

報
告
は
し
な
い
」
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

土木課入札結果（ ）内は予定価格
2月27日入札分

・藤島斎場線道路改良工事(債務負担行為)（藤浪一丁目地内）（入
札4業者）
(株)ヤマムラ 6,750,000円（6,830,000円）

工期～8/20（落札率98.83％）
・錦町１号線道路改良工事(債務負担行為)（錦町地内）（入札4業者）
青葉建設(株) 3,100,000円（3,410,000円）

工期～7/31（落札率90.91％）
・大山馬町線道路改良工事(債務負担行為)（大山三丁目地内）（入
札3業者うち1業者無効）
(有)今野建材工業 6,330,000円（6,540,000円）

工期～10/3（落札率96.79％）

荘内病院管理課入札結果（ ）内は予定価格
2月14日入札分

・市立荘内看護専門学校移転新築外構工事（泉町5番67号）(入
札7業者うち4業者辞退)
鶴岡建設(株) 45,000,000円（45,350,000円）

工期～6/30（落札率99.23％）

「アウシュビッツ写真展～中

学生の私から見た世界」が３

月10日から、鶴岡まちなかキ

ネマ(まちキネ)の入口前で展

示されます。第二中学校2年石

塚桃心（ももこ）さんが現地

を訪れました。開催の期間は

４月10日まで１か月間です。

令
和
６
年
度
第
３
回
鶴

岡
市
国
民
健
康
保
険
運
営

協
議
会
が
２
月

日
開
か

12

れ
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
国
保
事
業

費
納
付
金
額
は
、
６
年
度

よ
り
１
億
４
８
６
３
万
５

千
円
減
額
の

億
５
５
６

28

０
万
円
と
な
る
旨
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

令
和
８
年
度
ま
で
は
、

現
行
税
率
で
の
運
営
が
可

能
と
の
見
込
み
で
あ
っ
た

が
、
８
年
度
に
創
設
さ
れ

る
「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
金
制
度
」
が
、
国
保
税

と
併
せ
て
徴
収
す
る
こ
と

を
受
け
、
国
保
税
率
の
見

直
し
を
行
う
と
し
ま
し

た
。国

保
税
の
課
税
限
度
額

は
、
基
礎
課
税
分
（
医
療

保
険
分
）
を

万
円
に
１

66

万
円
引
き
上
げ
、
後
期
支

援
金
等
分
を

万
円
に
２

26

万
円
上
げ
、
介
護
分

万
17

円
は
変
更
せ
ず
、
合
計
で

１
０
９
万
円
に
な
る
と
し

ま
し
た
。

低
所
得
世
帯
へ
の
税
額

軽
減
に
係
る
軽
減
判
定
基

準
所
得
額
の
引
き
上
げ

は
、
５
割
軽
減
世
帯
を
１

万
円
引
き
上
げ
、
２
割
軽

減
世
帯
を
１
万
５
千
円
引

き
上
げ
ま
す
。

５
割
軽
減
世
帯
は
２
６

８
７
世
帯
（
前
年
度
よ
り

世
帯
増
）
、
２
割
軽
減

73世
帯
は
１
８
６
６
世
帯

（
前
年
度
よ
り

世
帯
増
）

18

と
な
り
、
３
５
０
万
円
の

負
担
軽
減
と
な
り
ま
す
。

坂
本
昌
栄
委
員
は
課
税

限
度
額
の
引
き
上
げ
に
反

対
し
ま
し
た
。

荘
内
看
護
専
門

学
校
で
卒
業
式

鶴
岡
市
立
荘
内
看
護
専

門
学
校
の
卒
業
証
書
授
与

式
が
１
日
、
荘
銀
タ
ク
ト

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
卒
業
生
は

人
14

で
、
う
ち
男
性
は
２
人
で

ス
ー
ツ
姿
、
女
性

人
は

12

は
か
ま
姿
で
出
席
。

例
年
ナ
ー
ス
姿
で
の
卒

業
証
書
授
与
式
で
し
た

が
、
今
年
は
生
徒
の
自
主

性
を
重
ん
じ
て
、
艶
や
か

で
厳
か
な
式
典
と
な
り
ま

し
た
。

消費税５％引き下げ・インボイス制度の廃止を求
める世論と運動を広げ、集会に参加しましょう！

３．１３重税反対鶴岡田川地区集会
３月１３日（木） 午後１時３０分～

鶴岡市勤労者会館

集会終了後、デモ行進し、市役所と税務署に集
団で要請行動と申告を行います。

主催 ３．１３重税反対鶴岡田川地区実行委員会
連絡先：鶴岡民主商工会 電話0235-22-8096


